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通期連結業績予想及び配当予想並びに中期経営計画の見直しに関するお知らせ 

 

当社は、2022年２月 14 日に公表いたしました 2021年 12月期 決算短信において、2022 年 12月期の

通期連結業績予想を非開示としておりました。この度、2022 年 1 月に締結された日本テレホン株式会社

との資本業務提携が与える影響を含む合理的な予想が可能となりましたので、業績予想及び配当予想を

下記のとおりお知らせいたします。 

また、これに伴い、本日開催の取締役会において、2021年３月 25日に公表いたしました 2021年 12月

から 2023年 12月期までの中期経営計画を下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

１. 通期連結業績予想値の公表 

(１)  2022年 12月期通期連結業績予想数値の修正（2022年１月１日〜12月 31日） 

 連 結 売 上 高 連結営業利益 連結経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１ 株 当 た り 

連結当期純利益 

通 期 
百万円 

6,372 

百万円 

△416 

百万円 

△416 

百万円 

△416 

円 銭 

－ 

前 年 比 +299.6% － － － － 

（参考）前期連結実績 

（2021 年 12 月期） 
1,594 12 77 59 6.97 

   

(２)  公表の理由 

当社は 2022 年１月に日本テレホン株式会社と資本業務提携契約を締結し、日本テレホン株式会社は

２月 14日付けで当社の連結子会社となりました。2022年２月 14日の時点では、2022年 12月期の業績

に本件が与える影響に不確定な要素が多いことを理由として、非開示としておりました。 

今般、日本テレホン株式会社単体の業績予想の精査、並びに連結業績にあたえる経営数値の合理的な

予想が可能となりましたので、通期業績予想を開示いたします。 

日本テレホン株式会社が連結子会社化したことにより売上高が大幅に増加し、売上高成長率は前年比

+299%を予想しております。また、中核事業の高い成長を達成すべく成長投資を加速する計画のため、

2022年 12月期の通期連結業績は 416百万円の営業損失となる見込みです。 

営業損失の主な理由は、当社の戦略商品である「おもてなし Suite」や広告・メディア事業の金融商品

比較メディアなどに営業人員及び開発人員の増員を計画しているため、人件費が 75 百万円増加の見通

し、広告宣伝による広告宣伝費が 330百万円増加の見通しとなります。 



なお、日本テレホン株式会社の業績は、2022年 12月期第２四半期より連結会計に組み込まれます。 

 

２. 配当予想の公表について 

当社は株主の皆様に対する利益還元を経営上の重要課題と認識しており、今後の事業展開に向けた内

部留保についても勘案しながら、業績を反映した水準で利益還元について検討することを基本方針とし

ております。剰余金の配当については、業績の動向、将来の成長のための内部留保の充実及び配当性向

等を総合的に勘案し決定する方針です。 

2022年 12月期において、剰余金の配当は無配当を予定しておりますが、2023年 12月におきまして

は、売上成長とともに収益性の回復が見込まれているため、復配となるよう努めてまいります。 

 

 １株あたり配当金（円) 

基準日 第２四半期末 期末 年間 

前回予想 -円 -円 -円 

今回修正予想 0.0円 0.0円 0.0円 

前期実績(2021年 12月期) 0.0円 6.5円 6.5円 

 

３. 中期経営計画の修正について 

当社は、持続的成長と企業価値向上を目指すために、「中核事業への投資」「有力パートナー企業との

アライアンス」「事業拡大のための M&A」を経営方針とした中期経営計画を策定し、2021年３月 25日に

公表しております。 

  2022 年 1 月に実施いたしました日本テレホン株式会社との資本業務提携にともなう連結子会社化の

ため、2022年 12月期以降の中期経営計画を見直し、修正いたしました。 

2022年 12月期を含む中期経営計画につきましては、中核事業である SaaS事業及び広告・メディア事

業の成長投資や、日本テレホン株式会社との事業シナジーによって創出される事業成長等により、2024

年 12月期には売上 100億円以上、過去最高営業利益を新たな中期経営計画目標として定め、全社一丸と

なり取り組んでまいります。 

 

項目 

2022年 12月期 

（予想） 

2023年 12月期 

（計画） 

2024年 12月期 

（計画） 

修正前 修正後 増減額 修正前 修正後 増減額 金額 前年比 

連結売上高 

百万円 

2,200 

〜2,600 

百万円 

6,372 

百万円 

4,172 

〜3,772 

百万円 

2,800 

〜3,400 

百万円 

9,000 

百万円 

6,200 

〜5,600 

百万円 

10,200 +13.3% 

連結営業利益 
220 

〜260 
△416 

△636 

〜△676 

560 

〜680 
50 

△510 

〜△630 
620 +1,140.0 

 

なお、詳細につきましては、本日（2022年３月 23日）に開示いたしました「当社の経営戦略に

関するお知らせ」別添資料【経営戦略説明資料】をご参照ください。 

 

（注）業績予想に関する留意事項 

本資料の業績予想の見通しは、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、 

今後様々な要因により予想数値と異なる場合があります。 



【ご参考資料】2022年３月 23日公表「経営戦略説明会資料」より一部抜粋 
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